
第 32回日本学校教育相談学会九州・沖縄地区研修会「大分大会」 ＜2次案内＞ 

 

大会テーマ 「ポジティブな心を育む学校教育相談 
～安心・安全な学校環境の構築に向けて～」 

 

1 目  的  会員相互の研修と情報交換を行い、会員の資質の向上と各支部活動の充実と発展を期し、

学校教育相談の普及・充実を図る 

2 主  催  日本学校教育相談学会九州・沖縄地区連絡協議会 (主管 大分県支部) 

3 後  援  大分県教育委員会 大分市教育委員会 玖珠町教育委員会 

公益財団法人日本教育公務員弘済会大分支部 大分県学校心理士会 

4 期  日  令和 8年 11月 28日(土)・29日(日) 

5 会  場  コンパルホール 

      大分県大分市府内町 1丁目 5番 38号 ℡ 097－538－3700 

6  日 程   

【第１日目  11月 28日（土）】 

  11:00   12:0012:30 13:00 13:3013:40                  16:40  17:30      20:00 

理事長会 
 

受付 開会行事 
 

ワークショップ 移動 懇親会 

◆ワークショップ（3分科会） 

Ａ分科会 

「学校における児童生徒の自傷行為・自殺予防の理解と対応 

及び学校における効果的なケース会議の進め方」 

講師 活水女子大学健康生活学部 准教授 田中 生弥子 氏 

Ｂ分科会 
「学校教育におけるポジティブ志向な心理支援の可能性」 

 講師 大分大学教育学部 准教授 古長 治基 氏  

Ｃ分科会 

「みんなが主役の学校 ～みつける・つながる・ひろげる～ 

くす若草小中学校（学びの多様化学校）の歩み」 

講師 玖珠町立くす若草小中学校教頭 佐藤 信昭 氏  

 

【第２日目  11月 29日（日）】 

 9:00  9:30     11:30  12:00   

受付 講演会 閉会行事 

◆講演  

 

「子どものやる気を引き出すコミュニケーション術－機中八策®－ 

～安心、安全な学校環境の構築をめざして～」 

講師  杉並区子ども家庭部参事（前千葉県中央児童相談所所長） 

渡邉 直 氏（公認心理師・臨床心理士） 

移
動 

移
動 



7 研修内容 

 【Ａ分科会】「学校における児童生徒の自傷行為・自殺予防の理解と対応 

及び効果的なケース会議の進め方」 

講師 活水女子大学健康生活学部准教授 田中 生弥子 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｂ分科会】「学校教育におけるポジティブ志向な心理支援の可能性」 

  講師 大分大学教育学部准教授 古長 治基 氏  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｃ分科会】「みんなが主役の学校 ～みつける・つながる・ひろげる～ 

くす若草小中学校（学びの多様化学校）の歩み」 

講師 玖珠町立くす若草小中学校教頭 佐藤 信昭 氏  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、子どもの自殺が過去最高水準となり、令和７年中の小・中・高校生の自殺者は 538人(厚生

労働省・警察庁 2026)にも上り、子どもの自殺予防は切迫した課題です。本ワークショップでは、子ど

もの自傷・自殺予防の基本的な理解とロールプレイを通じて、自殺に傾きかけた子どもへの教職員、

専門スタッフの適切な対応を身に付けます。また、自殺に限らず、子どもの心の現代的健康課題が複

雑・多様化し、支援者一人では解決できないケースが山積しています。これらの課題を、チーム学校と

して組織的に解決するためには実効性のあるケース会議が重要であるため、実際的な進め方につい

ても演習を通して学びます。 

 

子どもを取り巻く環境が大きく変化する中で、学校には学力保障だけでなく、心の健康を支える役

割も期待されています。本分科会では、学校現場における心理教育の実践を紹介しつつ、子どもの強

みや回復力に目を向ける支援の重要性についてお話しします。特に、思春期青年期の子どもの視点

を踏まえた関わりや、応答についての工夫や留意点を示しながら、メンタルヘルスの問題を子ども自

身がコントロールしていくことの重要性について考えたいと思います。また、教師がポジティブ志向な介

入の視点をもつことによって、子どもの行動や感情の理解がどのように深まるのかについてもお話す

る予定です。さらに、学校という日常的な場だからこそ可能となる支援の在り方にも触れ、子どもの安

心感や自己理解を支える関わりについて参加者の皆様とともに考えます。 

 

学びの多様化学校として開校した九州初の義務教育学校、玖珠町立くす若草小中学校。本校は

「子どもたちが生き生きと学べる学校」をめざし、開校３年目を迎えました。 子どもたちが自分らしさ

を「みつける」、他者と「つながる」、そして、可能性を「ひろげる」場となるよう、独自の教科「探究」「対

話」「野遊び」を新設。本分科会では、これまでの歩みと具体的な実践を紹介し、学校の主役として生

き生きと輝き始めた子どもたちの変容を振り返ります。 当日は事例報告にとどまらず、これからの時

代に求められる「学校のあり方」や、一人ひとりに寄り添う教育相談のあり方について、参加者の皆様

とともに深く考えていきたいと考えています。 

 



【講演会】「子どものやる気を引き出すコミュニケーション術－機中八策®－ 

～安心、安全な学校環境の構築をめざして～」 

講師  杉並区子ども家庭部参事（前千葉県中央児童相談所所長） 

渡邉 直 氏（公認心理師・臨床心理士） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 参加費  ※参加費と懇親会費は当日受付にて現金で徴収いたします。 

◆２日間参加：3,000円（非会員：4,000円） ※大学生・大学院生 2,000円  

◆１日のみ参加：2,000円（非会員：3,000円）※大学生・大学院生 1,000円  

◆懇親会：7,000円 ※大分名物とり天や地酒を用意しています。 

○会場「和食ダイニング 牧」大分市府内町 1－1－1府内ガーデンプラザ地下 1階 

                  

９ 申込みは、二次元コードからお申し込みください。 

 

 

 

 

 

 

10 交通アクセス 

 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

「大分大会」実行委員会事務局 事務局長 松本紀子 nomaturikoo0826@ yahoo.co.jp 

虐待は子どもの心身に深刻な影響を与え、身体・知的発達・心理面に長期的な傷を残します。特に

保護者からの侵害は基本的信頼の形成を妨げ、愛着の困難、対人関係の問題、自己評価の低下、多

動、行動コントロールの困難、トラウマや PTSD などにつながります。学校で見られる問題行動も不適

切養育の「症状」である可能性があり、叱責よりも背景理解と成功体験の積み重ねが重要なのです。 

非暴力コミュニケーションを日常で使える形にした「機中八策®」は、暴力的行動を示すブルーカー

ドと、温かな関わりを促すオレンジカードを合言葉として共有し、地域全体で非暴力の文化を育てる試

みです。ブルーカードは無意識に出やすいため、意識的な練習でオレンジカードを増やし、成功体験を

積むことで自己肯定感を高めます。こうした取組を通じ、体罰や怒鳴ることを容認する育児文化を改

め、地域で子どもを支える新たなソーシャルキャピタルを形成していくことを期待しています。 

 

https://forms.gl

e/odPJhLrBaU

sK2Sfb9 
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①申し込み締め切りは１０月３０日（金）です。 
②分科会の参加希望につきましては、必ず第２希望までご記

入ください。なお、申し込み順で希望を振り分けさせていた

だきますこと、ご了承ください。 

③宿泊に関しましては、各自でご手配いただきますようお願い

いたします。 

コンパルホール 

ＪＲ大分駅 

 
懇親会会場 

※当日、案内表示をもった 

スタッフがポイントに立って

います。 


